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奄美諸島喜界島におけるキマユムシクイ・

メボソムシクイの冬季捕獲記録＊

演尾章二件

Records of the Yellow・browed Leaf Warbler Phylloscopus inornatus 

and the Arctic Warbler P. borealis in Winter仕omKikaijima 

Island in Amami Islands, Kagoshima Prefecture, Japan 
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は じめに

日本鳥学会（2000）によると，キマユムシクイ Phylloscopusinornatusは奄美諸島では与論島で

旅烏として記録があるのみである。また，メボソムシクイ PboreaHsは日本では冬季の記録がない。

今回，奄美諸島喜界島において冬季，ウグイス Cettiadiphoneの捕獲調査中に両種を捕獲したので

報告する。

稿を進めるに先立ち，メボソムシクイの同定について助言頂いた山階鳥類研究所の驚藤武馬氏，奄

美諸島のムシクイ類の記録について教示頂いた奄美野鳥の会の鳥飼久裕氏，ムシクイ類の識別 ・渡来

に関する情報を下さった渡部良樹氏，そして調査に便宜を与えて下さった喜界町役場に謝意を表する。

キマユムシクイ

2008年 12月 1日10:50，鹿児島県奄美諸島の喜界島中里地区（北緯 28°18＇，東経 129°55’；標高

25m）においてキマユムシクイ 1個体を捕獲 ・放鳥した。捕獲場所は，樹高 4-5m のギンネム

Leucaena leucocephalaのやや疎らな林で，林内には野生化した牧草ネピアグラス Pennisetum

purpureumが生えていた。

捕獲した個体は小型のムシクイ類で，上面は鮮やかなオリーブ色，下面は白色であった。淡黄色の

眉斑があり，過限線は暗いオリーブ褐色であった。灰色みのある淡色の細い頭央線が認められたが，

＊この調査は，国立科学博物館総合研究「変動する環境下における生物多様性の成立とその変遷Jの

中の「南西諸島固有の鳥類個体群の成立・維持機構に関する生態学的研究」の一環として行われた。

＊＊国立科学博物館附属自然教育園，Institutefor Nature Study, National Museum of Nature and 

Science, Tokyo. Email: hamao@kahaku.go.jp 
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周囲とのコントラストは弱し、ものであった。大雨覆・中雨覆は暗褐色で先端は白く，太い明瞭な二本

の翼帯となっていた。また，三列風切の羽縁も白色で‘あった。附瞭は肉色で、指は黄色であった。上司寄

は黒く，下噴は基部が黄色，先端が黒色であった。計測値は表 1の通りであった。なお，計測中に「チ

ューイーJ 「ビューイーJなどと聞こえる尻上がりの（だんだん周波数が高くなる）声で鳴いた。

捕獲した個体をキマユムシクイと同定した規準は以下の通りである。まず，キマユムシクイ同様翼

帯をもっヤナギムシクイ P.trochil, ,ides （亜種間idanus,plumbeitarsusとも）は，翼長が大きく

(54-67mm）翼式が異なること（Svensson1992），三列風切羽縁が白色ではないことから除外される

(Parmenter & Byers 1991）。捕獲個体の体サイズが合致し，三列風切羽縁と翼帯に淡色部をもつの

はキマユムシクイ・カラフトムシクイ P.proregulus・パフマユムシクイ P.humeiの3種である。

パフマユムシクイはキマユムシクイと同種とされる場合もある（Parmenter& Byers 1991）が，本

論文ではSvensson(1992), del Hoyo et al. (2006）にしたがい別種として扱う。カラフトムシクイ

は腰が黄色あるいは白色であり，明瞭な頭央線がある点（Parmenter& Byers 1991, del Hoyo et al. 

2006）で，捕獲個体と異なる。類似点が多いパフマユムシクイは捕獲個体よりも全体に灰色みがある。

また，眉がパフ色であることや翼帯・三列風切羽縁の白色部の幅が狭いことも捕獲個体と異なる

(Parmenter & Byers 1991, del Hoyo et al. 2006）。以上のことから，捕獲個体はキマユム、ンクイと同

定された。

捕獲個体は翼長・尾長ともキマユムシクイのオスの範囲を下回っており，メスの範囲に入っていた

<r青楼 1965a,Svensson 1992）。このためメスである可能性が高い。成幼の別については不明で、あっ
た。

捕獲個体と同一個体かどうかは不明であるが，捕獲前の 10：・30頃，捕獲場所の周辺でキマユムシク

イと思われる個体を観察した。その個体は，ギンネムの樹冠を枝移りしながら時々「チューイーJ「ピ

ューイー」などと聞こえる声で鳴き，三列風切羽縁が淡色で2本の明瞭な翼帯があった。

キマユムシクイはロシアから中国東北部で繁殖し，インド東北部から東南アジア・台湾で越冬する

(del Hoyo et al. 2006）。日本鳥学会（2000）によると，日本では数少ない旅鳥として北海道・本州・

四国・九州の各地，及びトカラ列島・奄美諸島（与論島）で記録があり，琉球諸島では越冬する個体

もいる（ただしこの記載はパフマユムシクイとキマユムシクイを同種としている可能性がある）。これ

にしたがうと，今回の記録は奄美諸島における与論島以外の初記録となる。一方，奄美野鳥の会

(1997）によると， 「奄美群島では渡りの時期に少数が定期的に通過しているJとある。しかし，引

用文献や同定に関する記述はない。いずれにしても，今回の記録は奄美諸島初の冬季の記録であり，

越冬の可能性を示すものである。本種は圏内では琉球諸島でしか越冬記録がないが，奄美諸島でもあ

る程度の数が越冬している可能性がある（鳥飼久裕（私信）によると奄美大島では確実に越冬してい

るという）。今回調査を行った場所ではウグイスやメジロ Zosteropsjaponicusが多く，それらはギ

ンネムの樹冠で噛を枝に触れさせ，採食をしているようであった。キマユムシクイは「潅木の枝葉聞

をくぐってJ 「枝渡りしつつ餌を捜す」（清棲 1965a）とあり，この種がギンネム林で採食し越冬し

ている可能性が考えられる。
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メボソムシクイ

2008年 11月28日15:40，鹿児島県奄美諸島の喜界島中里地区（北緯28°18’，東経 129°55’；標高

25m）においてメボソムシクイ 1個体を捕獲・放鳥した。捕獲場所は，樹高 3-4mの密に茂った低

木林（やぶ）の聞の小道であった。

捕獲した個体は中型ないし大型のムシクイ類で，上面は灰色みのあるオリーブ褐色であった。胸は

黄色みがあるやや汚れた白色，腹から下尾筒は白色で、あった。汚白色の眉斑があり，それは眼の先で

途切れ，鳴の付け根までは届いていなかった。過眼線は暗い褐色で上面の他の部分よりも黒色みが強

かった。頭央線はなかった。大雨覆の羽縁はわずかに白色部があり，翼帯を形成していた。鮒瞭・指

の上面は肉色を帯びた褐色，指の下面は黄色で、あった。噴は黒く，下噴は基部が黄色，先端が黒色で

あった。計測値は表 1の通りであった。初列風切第 1羽（最も外側）は初列雨覆よりもやや長かった。

捕獲した個体をメボソムシクイと同定した規準は以下の通りである。エゾムシクイ P.borealoides 

は捕獲個体と異なり，翼帯がない（delHoyo et al. 2006）。また，足が肉色であり（清棲 1965a），翼

式も異なる（清棲 1965b,p.34・35の図よりエゾムシクイは4>5>3>6>7>2>8>9・・・：一部の羽は描か

れておらず不明）。ヤナギムシクイ P.trochiloides （亜種 ηηdanus,plumbe1白rsusとも）は翼帯が

捕獲した個体より明瞭であり，眉斑は嘆の付け根まで伸びる（delHoyo et al. 2006）。センダイムシ

クイ P.coronatusは上面に緑色みが強く，胸から腹に黄色みはない。また，頭央線がある（WBSJ

1982）。イイジマムシクイ P.1jimaeも上面緑色みが強く，胸から腹に黄色みはない（WBSJ1982）。

また，イイジマムシクイは下尾筒が黄色みを帯びる（http://f40.aaa.livedoor.jp／～phyllon/warbler/ 

warbler-table.html；演尾の三宅島における観察でも同様）が捕獲個体では白色であった。さらに，

センダイムシクイの翼式は 4>3>5>6>2>7・・・，イイジマムシクイの翼式は 4>3>5>2>6>7・・・であり

（清棲 1965b），捕獲した個体と異なる。

これらのことから，捕獲個体は特徴が矛盾なく一致するメボソムシクイと同定された。翼式も清棲

(1965b）やSvensson(1992）の 4=3>5>2>6＞・・・とほぼ一致した（表 1）。捕獲個体は翼長・尾長・

附瞭長が亜種メボソムシクイ P.b. xanthodryasの計測値を下回っていた（清棲 1965a）。翼長は体

サイズが小さい亜種コメボソムシクイ P.b. boreahsをも下回っていた（オス ：62-69mm，メス：

60-65mm，清棲 1965aによる；表 1）。体重もコメボソムシクイの8-15g（清棲 1965a）を下回っ

た（表 1）。また，捕獲個体は緑色みに乏しく灰色を帯びていた。これらのサイズや羽色の特徴から，

捕獲個体は亜種メボソムシクイ P.b. xanthodryasではなく，亜種コメボソムシクイ P.b. boreahs 

かアメリカコムシクイと呼ばれるE種 f b. kenm・cottiであると思われる（清棲 1965a,Svensson 
1992）。亜種 kennicottiはコメボソムシクイよりも鳴が細く，下面が黄色を帯びるというが，その程

度は不明で，捕獲個体がこのE種であるか否かを判断することはできなかった。いずれの亜種である
にせよ，捕獲個体はサイズ、が小さいことからメスである可能性が高い。成幼の別については不明であ

った。

亜種コメボソムシクイは北部ヨーロツノ切ミらシベリア，そしてモンゴル・中国東北部の広範囲で繁

殖し，東南アジア・中国南東部・台湾で越冬する（delHoyo et al. 2006）。亜種 kennicottiはアラス

カ西部で繁殖し，フィリピン・インドネシアで越冬する（delHoyo et al. 2006）。しかし， E種メボ
ソムシクイを含むいずれの亜種も国内での越冬記録はない（日本鳥学会 2000）。五百沢（2004）は，
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表1.喜界島で捕獲されたムシクイ 2種の計測値．

キマユムシクイ Phylloscopusinornatus 

自然翼長 52.1 mm 

翼差ホ 10.2 mm 

尾長 37.8 mm 

全噴峰長 12.6 mm 

噴峰長＊＊ 5.7mm 

明峰幅＊＊ 2.6mm 

噴峰高村 2.2mm 

附瞭長 17.3 mm 

体重 6.2 g 

翼式＊ホ＊ 4>5>3>6>7>2>8>9>10>1 （右）

4>5=3>6>7>2>8>9>10>1 （左）

$翼を閉じた状態での初列風切と次列風切の先端部の差

料 鼻孔先端部における値

料＊最も外側の初列風列羽を lとして記述

メボソムシクイ Phyllscopusborealis 

58.0mm 

13.0mm 

41.6 mm 

13.7 mm 

7.2mm 

3.4mm 

2.5mm 

18.8mm 

7.5 g 

4>3>5>2>6>7>8>9>10>1 （右）

（左，計測せず）

一部の個体は南西諸島で越冬すると しているが，引用文献は不明である。これらの文献情報からする

と，今回の記録は，種メボソムシクイの圏内初の確実な越冬記録ということになる。しかし，五百沢

(2004）をはじめ南西諸島で冬季に種メボソムシクイを観察したという情報は多く （例えば，

http://f40.aaa.livedoor.jp／～phyllon/index.htmlや驚藤武馬私信），本種が南西諸島で越冬している可

能性は十分に考えられる。今後，観察記録が引用可能な形で公表されることを期待したい。
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Summary 

I captured the Yellow-browed Leaf Warbler Phylloscopus inornatuson December 1, 2008, and the 

Arctic Warbler P borealis on November 28, 2008, on Kikaijima Island in Amami Islands, 

Kagoshima Prefecture, Japan. These indicate the possibility that the Warblers are wintering in 

Amami Islands. 
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付図 1.喜界島で捕獲されたキマユムシクイ Phylloscopusinornatus. 

全身 ・噴（a），上面（b）， 頭央線（c），下面 ・足（d）の特徴を示す。

付図2 喜界島で捕獲されたメボソムシクイ Phylloscopusborealis. 

全身 ・足（a），頭部 ・噴（b），上面（c），下面（d）の特徴を示す。


